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表1 2009年5月 アクセス順位 

順位 タイトル 件数 

 1 
トップページ（【 新型インフルエンザ 】に対する対応

について」を掲載） 

20,722

 2 マイコプラズマ肺炎について 10,209

 3 横浜市感染症情報センター 6,244

 4 インフルエンザ情報 5,038

 5 ビブリオ・バルニフィカス感染症について 3,571

 6 感染症発生状況 3,417

 7 臨時情報 3,099

 8 新型インフルエンザ A/H1N1 2,898

 9 百日咳について 2,892

 10 新型インフルエンザについて 2683 

データ提供：行政運営調整局IT活用推進課

衛生研究所WEBページ情報 
（アクセス件数・順位 21年度5月分、電子メールによる問い合わせ・追加・更新記事 21年度6月分） 

 
横浜市衛生研究所ホームページ（衛生研究所WEBページ）は、1998年3月に開設され、感染症情報、保

健情報、食品衛生情報、生活環境衛生情報等を提供しています。 

2008年4月、市民にわかりやすくかつ迅速な情報提供を目指して、リニューアルを行いました。 

今回は、2009年5月のアクセス件数、アクセス順位及び2009年6月の電子メールによる問い合わせ、

WEB追加・更新記事について報告します。 

なお、アクセス件数については行政運営調整局IT活用推進課から提供されたデータを基に集計しまし

た。 
 

1 利用状況 

(1) アクセス件数 (2009年5月) 

2009年5月の総アクセス数は、217,649件でした。主な内訳は、感染症58.3%、食品衛生13.8%、保健情報

7.0%、検査情報月報3.0%、生活環境衛生1.8%、薬事1.5%でした。 

 

(2) アクセス順位 (2009年5月) 

5月のアクセス順位（表1）は、

第1位が「トップページ」、第2位が

「マイコプラズマ肺炎について」、

第3位が「横浜市感染症情報セン

ター」でした。 

2009年4月にメキシコやアメリカ

で新型インフルエンザが流行し

始め、「トップページ」に「【 新型

インフルエンザ 】に対する対応

について」を掲載した事により、ア

クセス数が増加したものと考えら

れます。その後、5月上旬には国

内で、新型インフルエンザの患

者が確定され、10位以内に「新型インフルエンザ」関連の感染症情報の項目が7つ入り、感心の高さが伺わ

れました。横浜市の発生状況（本誌 ページ参照）。 

第5位に「ビブリオ・バルニフィカス感染症について」が入りました。これは、5月にテレビ報道された事によ

る影響と思われます。ビブリオ・バルニフィカスは食中毒菌である腸炎ビブリオやコレラ菌と同様にビブリオ

属に分類される菌の名前です。「人食いバクテリア」とも呼ばれ、ビブリオ・バルニフィカスが付着した魚介類

を生で食べたり、傷口からの感染などが原因で発症します。 

菌は西日本を中心に温かい海水中に幅広く生息するとみられ、毎年6～9月に発生のピークを迎えます。

潜伏期間は数時間から2日間です。 

初発症状は発熱と激しい痛みで、ほとんどの患者に皮疹が認められます。その皮疹は多彩で、紅斑、紫

斑、水疱、血疱、潰瘍などが混在し、また短時間で皮疹が変化します。このような症状が認められた場合に

は、直ちに医療機関を受診する事が必要です。 

免疫機能が減弱している人や、肝硬変、肝臓がんなど肝臓疾患のある人、鉄欠乏貧血などで鉄剤を内

服している人等は、肝臓でのクリアランスの低下や、血清鉄が細菌の病原性や増殖性を増すことなどから、
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細菌が血液中に侵入し、潜伏期の後、峰巣炎等の皮膚病変の拡大や、発熱、悪寒、血圧の低下などの敗

血症様症状を起こし、生命を脅かすことがあります。 

予防方法としては、基礎疾患を持つ人は、特に夏場における海産魚介類の生食は避け、適切に加熱調

理したものを摂取することが重要です。なお、ビブリオ・バルニフィカスは、通常の調理温度（腸管出血性大

腸菌O157:H7を殺す温度）である食品の中心温度が70℃で１分間（100℃であれば数秒間）加熱すれば死

滅します。 

また、手足に傷のある人は6～10月に海水に入らないことにより予防することが可能です。 

健康な人では、軽度の胃腸炎を起こすことがありますが、重症になることはほとんどなく、過敏になる必要

はありません。 

 

(3) 電子メールによる問い合わせ （2009年6月） 

2009年6月にホームページのお問合わせフォームを通していただいた電子メールによる問い合わせの

合計は、7件でした（表2）。 

 

 

2 追加・更新記事 （2009年6月） 

2009年6月に追加・更新した主な記事は、8件でした（表3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 感染症・疫学情報課 】 

表3 2009年6月 追加・更新記事 

掲載月日 内容 備考 

6月1日 紫外線と皮膚・眼について 更新 

6月1日 感染症に気をつけよう（6月号） 追加 

6月8日 破傷風について 更新 

6月8日 百日咳について 更新 

6月9日 英字略語集(ABC順) 更新 

6月17日 熱中症（熱射病、日射病）を予防しましょう 更新 

6月25日 横浜市における麻しん患者届出状況 （2009年） 更新 

6月29日 高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の発生状況 更新 

 

表2 2009年6月 電子メールによる問い合わせ 

内容 件数 回答部署 

DPD試薬について 1 衛生研究所 

土壌検査について 1 衛生研究所 

水道水を乾かした後の粉について 1 衛生研究所 

蚊らしき生物について 1 衛生研究所 

着色料について 1 衛生研究所 

感染症発生届について 1 衛生研究所 

エアコン内のゴキブリについて 1 衛生研究所 


